
 1

（鉄道総研月例発表会講演要旨） 

 

運転室の体格適合性の改善 

人間科学研究部 人間工学 

主任研究員 斎藤綾乃 

 
１．はじめに 

女性乗務員の登場や男性の体格向上によって、運転室が対応すべき身長範囲は広くなっており、

標準的な男性を対象として設計されてきた運転室で、問題が指摘されている。本稿では通勤近郊

車両を対象として、体格差を考慮に入れた運転室の設計手法について紹介する。 

 

２．実態把握調査 

体格差に起因する問題を把握するために乗務員を対象としてアンケート調査を実施した。調査項目は、

運転室に関する満足度を網羅的に把握する 50 項目、運転室全体の満足度、運転しやすさ（車掌

は乗務しやすさ）、乗務員の属性（身長、肩幅、乗務歴）などであった。運転士約 3800 名、車掌

約 2600 名の回収を得て、身長 145cm～192cm の乗務員のデータが得られた。以降、身長を 5cm
刻みでグループ化しており、身長が低いほど女性の割合が高いため、性差の影響も含まれている。 

運転士について、身長別にみた満足度を図１に示す。＊印の項目は、身長による評価の差が有

意であった。身長 155cm 群と 185cm 群についてみると、「イス調節範囲の充分さ」、「太陽光やま

ぶしい反射」、「安定した楽な姿勢」は両者ともに評価が低く、身長 155cm 群では「日よけ・ワイ

パの可動範囲」、「イス調節の操作性」、185cm 群では「立位での運転しやすさ」も評価が低かっ

た。 
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図１ 運転室に関わる項目の満足度 
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図１上部の名称は、50 項目を因子分析によりグループ化した際につけた因子名である。これら

８因子を独立変数、「運転室に対する満足度」および「運転しやすさ」を従属変数とした重回帰分

析を実施した結果、下式が得られた。いずれ

も「基本姿勢」満足度の係数がもっとも大き

く、影響が大きいことが示された。 
 

運転室満足度＝0.45×「基本姿勢」＋0.43×「全

体スペース」＋0.27×「集中容易性」＋0.17
×「操作性」+4.4   （r=0.70 r2＝0.48） 

運転しやすさ＝0.58×「基本姿勢」＋0.12×「操

作性」＋0.05×「外界視認性」＋0.32×「交

代容易性」＋ 0.12×「集中容易性」 +4.0  

（r=0.67 r2＝0.45） 

 

運転士が着座姿勢を変えるために調節でき

る部位はイスのみであるが、その際に最重視

する事柄の選択率を図２に示す。「眼の高さ」

の割合が最も高く、身長が低いほど「足がつ

く」、身長が高いほど「その他」の割合が高か

った。「その他」の主な内容は「足がぶつから

ないこと」であった。乗務員へのヒアリング

結果もあわせ、身長が低い人や高い人では、

足がつかない、もしくは操作卓にぶつかるた

めに、眼の高さが低くなったり、マスコンに

近づけないという負担が生じていることが明

らかになった。 
 
３.改善案の作成 

 上記の問題の解決として、図３に示すように、情報入力源である眼の高さと、操作機器であるマスコンへ

の距離を優先し、体格が小さい者の眼を前下方、体格が大きい者の眼を後上方とする改善コンセプト

を作成した。設計の基準とする眼の位置を基準アイポイント（以降、基準 EP）、そこから下方視角

（ここでは 15°とした）に沿って引いた線を基準アイラインと呼び、眼がこの線より上にある場

合に「下方視角が確保される」とみなした。予備実験により作成した運転台寸法の改善案を表１に

示す。案①、案①b は現行車両

を模擬したもの、案②、案③

は提案であり、案②は足台高

さが１段階、案③は 2 段階で

ある。案①b は案①から座席

調節範囲の制限をなくしたも

のである。 
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図２ イス調節時に最重視する事柄 
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図３ 改善コンセプト 

表１ 現行および第１次改善案の運転台寸法抜粋（単位：mm） 

 ① ①b ② ③ 

操作卓天板高さ 495 520 

操作卓天板厚み 120 40 

床 1425 1500 

足台高さ 1225 1210 1240 と 1160 

座面高さ 780±50 制限なし 

座席前後移動 40～160 制限なし 

※高さの原点は基準 EP とし、下を正とする。 
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４．改善案の評価 

4.1 第 1 次案の評価 

足台高さ、座面高さ、座面前後位置を変更可能な実験装置を作成し、一般被験者 52 名（靴を履いた

身長 144.4cm～188.0cm）で、表１に示す改善案の評価を行なった。靴を履いた身長 160cm 未満を

身長Ｌ（平均 156.2cm）、160cm～175cm 未満を身長Ｍ（平均 167.1cm）、175cm 以上を身長Ｈ

（平均 182.2cm）とした。運転姿勢は統制し、足がつかない場合には、足がつくように浅く腰掛

けることとし、そのような状態を半着座と呼ぶこととした。下方視角の確保、主観評価、半着座

の発生有無を指標とした。 
案①では、身長Ｌの 68.4％、Ｍの 42.9％、Ｈの 0.0％で座面高さ不足のために下方視角が確保

できず、身長によらず 80%程度で前方向の座席調節が不足した。案①b では、身長Ｌの 52.4％、

Ｍの 25.0%、Ｈの 11.8％で、大腿がつかえるために座面をあげられなかった。 
「適合性（身体にあっているか）」の主観評価平均値を図４に示す。案と身長による２要因の分

散分析の結果、案の差が有意であり（p<0.05）、身長差および身長と案の交互作用は有意でなか

った。多重比較の結果、案①＜案②・案③、案①b＜案③であった。 
半着座率を図５に示す。案③の半着座率は案①・案①b より低いものの、身長Ｌでは 80%が半

着座であり、改善が不十分であると考えられた。案③の 2 種類の足台のうち、低い方を選択する

と予想された身長Ｈでも過半数が高い方を選択した。 

以上から、改善コンセプトに基づく案②・案③は、現行を模擬した案①より体格適合性が向上

したと言えるが、足台高さが不十分であったといえる。 
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4.2 第 2 次案の評価 

 上記を受けて、足台を 40mm 程度高くした第２次案（案②’、案③’とする）を作成し、運転士 30 名（身長

153cm～183cm）で改善効果を確認した。案③’では全員が下方視角を確保でき、身長 160cm 以上で半

着座が発生しなかった。適合性評価の平均値を図６に示す。案③’の評価が案①’(案①とほぼ同じ)よ
り高い傾向が見られ、案③’ではすべての身長グループで平均値が「4（どちらでもない）」以上

となった。案③’では身長 156cm で足がついたケースもあったが、身長 150cm 程度まで対応する

ことを考えると、足台がもう少し高い方がよいと考えられた。図７に、半着座率と、座面－足台

間距離の身長に対する割合（相対座面高とする）の関係を示す。半着座が発生しない相対座面高

は、身長の 28%以下であった。座面高さと図７から推定すると、身長 150cm で半着座が発生し
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ない足台高さは、基準 EP から約 1100mm であった。 
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５．体格差に対応するための寸法算出手順 

得られた知見を整理し、操作卓があるタイプの運転台を対象として、体格適合性を向上させる

ための設計手順を下記に示す。対応する身長範囲を、女性５パーセンタイル（低い順に並べて５

パーセント目にあたる数値、F5 と表記する）から男性 95 パーセンタイル（M95）とした。 

① 必要とされる外界の視覚情報を基に、設計時の基準 EP および必要な下方視角を決定する。 
② 基準 EP からの相対位置で、標準体型（M50）において適切な操作レバーの位置を決定する。 
③ 人体寸法値を参照に、広範な体格（F5～M95）の眼を配置する。眼の前後位置は腕の長さに

応じて調節し、その前後位置で基準アイラインより上となるような眼の高さとする。 
④ 各体格の眼の位置と、運転姿勢における座位眼高から、座面高さの分布を推定する。 
⑤ 推定された座面高さ、および図７の関係から、広範な体格で問題のない足台の高さを選定す

る。相対座面高の計算例を表２に示す。表中の×印は、足がつかないことを示す。 
⑥ 足回りの空間を確保する。座席の調節

範囲に、姿勢変化を考慮した余裕を加

える。床からの座面高さに応じて、立

ち座りへの配慮を行う。操作卓周りの

機器を配置する。 
⑦ 広範な体格の運転士による確認や修

正を行う。 
 

６．まとめ 

 乗務員室に関するアンケート調査を実施し、体格差に起因する問題の実態把握を行なった。身長が低

い人、高い人では、足回りの寸法的な制約のため、眼や手が適切な位置をとれない場合があった。これに

対して、眼の高さとマスコンまでの距離を優先するというコンセプトで改善案を作成し、従来より広い体格に

対応することを確認した。以上で得られた知見を基に、設計時に体格差を考慮に入れるための寸法算出

手順を作成した。 

 

 調査の実施にご協力いただきました関係の方々に深謝いたします。 

表２ 相対座面高(%)の計算例 

体格 
（推定座面高mm) 

F5 
（676） 

F50
（713）  

M50
（758） 

M95
（780）

足台高さ

（mm）

1210  × × 26.4  23.9  
1190  × × 25.2  22.8  
1170  × 28.9  24.1  21.7  
1150  × 27.7  22.9  20.5  
1130  × 26.4  21.7  19.4  
1110 28.9  25.1  20.6  18.3  

※高さは基準 EP を０とし、下を正とする 


